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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、支援者がアタッチメントの観点およびその観点から子どもの問題を
見立て対応する能力（敏感性）を滋養しうるツールを作成することであった。事例検討を行い、支援者から見た
気になる子どもの行動を拾い上げ、これを基にアタッチメントの観点からの理解が得られる「AICシステム」を
作成した。社会的養護領域の支援者43名の協力を得て、半年間の使用前後でアタッチメントの概念、安心基地の
表象（敏感性）に変化が見られるかを検討したところ、前者については肯定的な変化が見られた一方、後者につ
いては変化が見られなかった。支援者によるフィードバックからもAICによる情報の提示の仕方に改善を要する
ことが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to create a tool that would foster in workers an attachment
 perspective and the ability (sensitivity) to see and respond to children's problems from that 
perspective. Case discussions were conducted to pick up the behaviors of children of concern from 
the workers' point of view, and based on these, the "AIC System" was created, which provides an 
understanding of the behaviors from the attachment perspective. With the cooperation of 43 workers 
in the social care area, we examined whether there were changes in the attachment notion and the 
representation of a secure base (sensitivity) before and after six months of use, and found positive
 changes in the former, while there were no changes in the latter. Feedback from the workers also 
indicated that the way information is presented by the AIC requires improvement.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： アタッチメント（愛着）　敏感性　行動問題　支援者支援　アタッチメント情報カード

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、支援の現場にいる支援者が、仕事の中でアタッチメントの観点と敏感性を滋養することを促すツール
を作成することであった。これまでアタッチメントのアセスメントは特定の設定と専門的な訓練が必要で、経済
的、時間的コストのかかるもので、現場の支援者には利用しにくいものであった。本研究はここに、アタッチメ
ントの専門家ではない支援者（非専門家）が、日常の支援場面で目にする子どもの様子に基づきながらアタッチ
メントの観点を利用できる、という非専門家的アプローチを取るもので、この点に新規性がある。また、今後の
改善を通してこれが機能するようになれば、支援の質を向上させることにつながり、ここに社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 乳幼児期に養育者との間で安心感あるアタッチメントを築けるかどうかは、その後のパーソ
ナリティ発達や適応の決定因とは言えないまでも、重要な要因である（Bowlby, 1969/1982）。そ
のため、子どもの支援においては、アタッチメントのアセスメント方法やそれに基づいた支援プ
ログラムなどが開発、活用されてきた。これらは子どもの行動問題に潜在するアタッチメントの
ニードを理解する上で有用な手法であるのだが、それにも拘わらず、これらを一般の臨床家・支
援者（以下、「非専門家」という言葉はアタッチメント研究を専門としない人を表す）が、それ
ぞれの職場において活用しようとした際には、（１）これらの手法を修得するための特別なトレ
ーニングが必要である、（２）実施には特別な設定（時間、場所、手続きなど）を必要とする、
（３）焦点がアタッチメントなどの特定化された現象に絞られている、といった問題がある。 
 アタッチメントに焦点を当てた査定、介入はしばしば日常の実務レベルで実行が困難なので
ある。逆に言えば、臨床家・支援者の間には、「構造化された設定」で「特定の手法を用いる」
アセスメントやプログラムを修得するだけではなく、「構造化されていない」日常的な支援の中
で「アタッチメントの観点を活かす」ことへのニーズが存在している。 
 一般にアタッチメントに基づく介入は養育者や支援者の「敏感性」を高めることに焦点を当て
ており（e.g., Bakermans-Kranenburg et al., 2003; Groark et al., 2005）、敏感性は、子どもの苦痛
のシグナルを知覚し、その意味を理解し、素早く、適切に応答することとされている（Ainsworth 
et al., 1978）。このことが示唆するのは、「アタッチメントの観点を活かす」とは、アタッチメン
トの視点を内在化し、それによって子どもの問題の中にアタッチメントのニードを読み取り、こ
れに応答することを意味している、ということである。したがって、「構造化されていない設定」
で「非専門家である臨床家・支援者」が「アタッチメントの観点を活かす」ということは、（１）
どうすれば日常的な支援において非専門家が子どもの問題をアタッチメントのニードを読み取
る経験ができるか？ （２）非専門家である臨床家・支援者がどのようにしてこのアタッチメン
トの観点を習得（内在化）することができるようになるか？ といった問いに関わる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、上記の問いに答えることを目的としている。言い換えるなら、特定の査定・介入の
手法を専門的に学んでいない非専門家である臨床家・支援者が、行動問題を抱えた子どもへの日
常的な支援の中で、アタッチメントの観点を活かし、これを自分のものとして修得するための手
法を構築するための手法を開発することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
(1) 日常的な支援で得られる情報や観察された行動から、子どものアタッチメント状態について
理解することにつながる項目を抽出するために事例検討を行う 
 これまでの構造化された設定と専門的なトレーニングは、アセスメントや介入に必要な子ど
もや養育者の行動を引き出し、これを捉える専門家としての「目」を持っていることを前提とし
ている。これに対し、本研究では日常の生活場面に生じる子どもの行動や状況のうち、非専門家
の「目」が捉えたものから、同等の理解と対応を可能にすることを狙っている。そのため、非専
門家である臨床家や支援者が目にしたものを拾い上げる必要があり、そのための方法として事
例検討を行った。 
 行動問題を抱えた思春期の子どもたちの支援に取り組む児童養護施設において、計 10 回、各
回 20 名程度の参加者（施設長、心理士、指導員等）があり、検討に付された子どもの年齢は 10-
16 歳であった。なお、守秘義務の問題から、事例検討はすべて当該施設において行った。 
(2) それらの項目から支援のためのツールを作成する 
 事例検討で報告される子どもの情報は、いずれも現場の臨床家・支援者の目に映ったものであ
るが、このうち、アタッチメントの視点から子どもの問題を理解する上で役立つと考えられる情
報を拾い上げ、リスト化することで、専門家の「目」の代替とする。これは、敏感性における「シ
グナルの知覚」に相当する部分である。 
 この拾い上げられ、リスト化された情報について、各項目からどのようなアタッチメントのニ
ードを読み取ることができるか、あるいはアタッチメントの知見に基づいてどのようなことが
考えられるかを、仮説として記述する。また、これに基づいてどのような対応が可能であるか、
ありうる選択肢を列記する。敏感性における「理解」「適切な応答」に相当する部分である。 
 拾い上げられた項目は、199 項目となった。行動問題の発達に沿って、「逆境的経験」「insecure
なアタッチメント」「行動問題」の見出しのもとに項目を分類している。 
 これらのリスト化された項目について、各項目を１つのカード化すると、１つ１つの項目に注
意を向けやすくなると考えたため、これをカード化した。作成されたツールは、カード、仮説、
および情報を集約するためのエクセルファイルを含めて、「アタッチメント情報カード
（Attachment Information Card:AIC）システム」と命名した。 
 
 



図１ カードの例とエクセルファイル 
 

(3) 臨床家・支援者が、作成された AIC システムを日常の支援を振り返り、事例を理解するため
に使用する 
 現場の非専門家である臨床家・支援者に AIC システムを提供し、半年間、アタッチメントの
観点から理解したい子どもがいた際に使用してもらった。AIC システムを使用した時には、どの
ような問題を抱えた子どもに対して使用したか（自由記述）、子どもの理解や対応にどの程度役
立ったか（５件法）、何が役立ったか（自由記述）、足りなかったのはどういったところか（自由
記述）を記録してもらった。記録用紙は半年後に回収した。 
 
(4) こうした振り返りを通してアタッチメントの観点が獲得されたかを検証する 
 AIC システムの使用前後に、AQS およびアタッチメント・スクリプト法でアタッチメントの
観点の測定を行った。 
 AQS（Waters & Dean, 1985）は養育者に対する子どもの行動を記述した 90 枚のカードから
成っており、子どもの行動について最も当てはまらないものから最も当てはまるものまで、９段
階に各 10 枚ずつカードを分類し、あらかじめアタッチメントの研究者が分類した結果との対応
によって、その子どもがどの程度 secure なアタッチメントを示しているかを測定するものであ
る。本研究ではむしろ、調査協力者の中に secure なアタッチメントの概念が形成されているか
どうかを確認するために、先行研究（Waters & Deane, 1985; Schölmerich, & van Aken, 1996; 
Cassibba et al., 2000）を参考に「もしも『発達的に理想的な２歳児』であればカードの項目は当
てはまるか、当てはまらないかを考え、カードを選択肢カードの前に分類してください」という
教示を行い、カードを分類してもらった（これを AQSi とする）。これと規定の分類との対応（相
関）によって、調査協力者の中に専門家と同程度の secure なアタッチメントの概念が内在化し
ているかどうかを捉えることができると考えられる。 
 アタッチメント・スクリプト法（以下、Attachment Script Assessment: ASA, Waters, & Waters, 
2006）はカードに並んだ刺激語を見て物語を作ってもらうもので、カードは中性刺激２枚を含
む６枚あり、内２枚が子どもと大人の相互作用、２枚が大人同士の相互作用に関する刺激語から
成っている。カードを見てそれぞれの物語を作ってもらい、これを安心基地スクリプトの観点か
ら７件法で評定する。なお、安心基地スクリプトは以下のように定義される。 
表１ 安心基地スクリプト 

１．子ども（乳児）と母親（あるいは２人の大人の愛着パートナー）が建設的に何かをしている 
２．２人は出来事や他の人物によって妨害される。乳児（あるいは大人の１人）は苦痛を感じる 
３．助けを求める努力がある 
４．助けを求める努力が関知され助けが提供される 
５．助けの提供が受け入れられる 
６．助けは困難を乗り越えるのに効果的 
７．助けはまた効果的な慰めや情動制御を含んでいる 
８．２人は建設的な相互作用に戻る（あるいは始める） 

 各カードの評点は、子どものカードの平均評点、大人のカードの平均評点、および全体での平
均評点としてまとめられる。ASA は安心基地の表象が内在化している程度を捉えており、他者
が苦痛を経験している際にこれに対応する相互作用についての表象であることから、これを敏
感性の内在化として捉えることもできるだろう。 
 上記２点を AIC システムを使用する前（pre-test）と後（post-test）に確認し、両者を比較す
ることで、AIC システムを使用することでどのような変化が見られるかが明らかになる。 
 さらに、これらはカードを読み、物語を作ることから、言語能力との関連が考えられるため、
WAIS-IV（Wechsler, 2008a, b）の言語理解指標（VIC）を用いてこれを測定した。 
 調査の実施に当たっては、名古屋大学学生支援本部における倫理審査を経ている。 
 調査機関は 2021 年 8 月から 2022 年 6 月であった。半年間の使用の後に post-test を行う予定
であったが、新型コロナウイルス感染症の流行のために調査期間が延期された。 
 
４．研究成果 
（１）記述統計 
 社会的養護領域の支援者 43 名から協力が得られた。調査協力者についての人口統計学的変数
は以下の通りである。 



表２ 調査協力者についての人口統計学的変数 

 このうち、第２回目（post-test）の調査に協力が得られたのは、27 名であった。post-test に
協力が得られた人と得られなかった人との間に、各変数の統計的な差異はなかった。 
 
（２）アタッチメントの変数について 
 AQSi お よ び SAS 子 ど も 、 大 人 、 全 体 の pre-test と post-test の 相 関 は 、 そ れ ぞ
れ.84(p<.01)、.25(ns)、.58(p<.05)、.57(p<.05)であった。SAS 子どもについては、pre-test と
post-test の間に有意な相関がみられなかった。 
 AQSi、SAS および WAIS の VIC の平均値を表３に示す。 
表３ アタッチメントの変数および WAIS VIC の平均値 

 本来の AQS は養育者と子の相互作用を観察し、これを評定する。.30 以上で当該の子どもは
当該の養育者との関係に関して secure であると評価される。今回は、調査協力者に、「発達的に
理想的な２歳児」を想像してもらってカードの分類をしてもらったが、本来の AQS にならっ
て、.30 以上を secure な子ども像が内在化していると考えると、調査協力者全体ではこれが内在
化していると考えられる。.30 を下回っている調査協力者は pre-test11 名（28.9%）、post-test5
名（18.5%）であった。 
 ASA は作成した物語を 7 段階で評定し、4 以上であるとその人のアタッチメント表象は secure
であるとされる。１人が苦痛を示した際にもう１人がこれを助け、基の活動に戻っていくことの
出来る表象を内在化しているということであり、これを敏感性の指標として代替することが出
来る。調査協力者の平均は子ども、大人、全体を通してこれを上回っており、調査協力者全体で
は一定の敏感性を有しておらず、SAS 全体の評定値が 4 を下回っている調査協力者は pre-test28
名（70%）、post-test（50%）であった。 
 AQSi と SAS の相関を表４に示す。これを見ると、AQSi と SAS の間に有意な相関がみられて
いない。このことと上記の結果を合わせて考えると、支援者には secure な子ども像が内在化さ
れている一方、他者の苦痛に対してどのような応答をすることが求められるかということにつ
いての心的表象が内在化されてはいないことが示唆される。子どもの状態は「理想」となる状態
と同一かどうかの区別はつくけれども、「理想」とは異なる状態の子どもが何を必要としていて、
その子どもにどう対応することが適切か、ということが分からない、ということであり、それが
非専門家である支援者の困難を示しているのかもしれない。 
 WAIS の評価値は 100 を基準に、±15 が 1SD となる。今回の調査協力者の WAIS VIC の平均
は 115.4 であり、1SD をわずかではあるものの上回っている。このことは、調査協力者の言語
能力が平均よりも有意に高いこと、したがって結果の解釈に注意が必要であることを示してい
る。WAIS の VIC が 100 を下回っている調査協力者は 9 名（21.4%）であった。 
表４ AQSi と SAS の相関 

 アタッチメントの変数と WAIS VIC との相関を表５に示す。これを見ると、SAS の大人の物
語以外では WAIS VIC との相関が有意であり、AQSi、SAS ともに言語能力との関連があること
が示唆される。他方、WAIS VIC は教育歴とも.68 と高い相関を示しており、これが交絡してい
る可能性もある。 
表５ AQSi および SAS と WAIS VIC との相関 

  
（３）AIC の実施について 
 調査協力者のうち、調査期間中に AIC を実施したと回答したのは、19 名（45%）であった。
使用回数の平均は 1.4 で、２回以上使用した調査協力者は 13 名（実施したうちの 68.4%）であ
った。使用しなかった調査協力者からは、業務が忙しく使用することが出来なかった、などの理
由が報告されている。 
 AIC を使用した調査協力者には、AIC システムがどの程度役に立ったかを 5 件法（とても役



に立った－まったく役に立たなかった）で尋ねており、延べデータ数 65 の平均は 4.15（SD=0.72）
であった。AIC システムを使用した人の多くがこのシステムを高く評価をしているが、他方、
55%の調査協力者がこれを使用しなかったということは、コロナ禍であったことを考えても、使
用へのハードルが低くないことを伺わせる。使用した人の自由記述からは、子どもの行動問題の
理解に関して役に立つところが多かったが、提示された仮説が羅列的で、そこから支援者なりの
理解に到達することが難しかったこと、理解とともに対応についての記述ももっと欲しかった
こと、などが綴られており、これらの点について改善が必要であると考えられる。 
（4）アタッチメントに関する変数の変化について 
 pre-test と post-test における AQSi および SAS に変化が生じているか、特に AIC システムの
使用によってその差が生じているかを検証するために、post-test の各アタッチメント変数を目
的変数、人口統計学的変数、WAIS VIC、pre-test における各アタッチメント変数、AIC 使用の
有無、pre-test におおける各アタッチメント変数と AIC 使用の有無の交互作用項を説明変数と
する、重回帰分析を行った（表 6-9)。 
表６ AQSi-post の重回帰分析 

 
表７ SAS 子ども-post の重回帰分析 

 
表８ SAS 大人-post の重回帰分析 

 
表９ SAS 全体-post の重回帰分析 

 これらの結果より、WAIS VIC の影響は有意ではないか、もしくはごく小さいものであった。
他方、SAS 子どもを除く各アタッチメント変数において交互作用項が有意であり、(a) AQSi の
評定値の低い調査協力者が AIC システムを使用することで、AQSi の高い調査協力者との差が
なくなること、(b) SAS 大人の評定値の高い調査協力者が AIC システムを使用することで、さ
らにその値が上昇すること、(c) 逆に SAS 全体の評定値の低い調査協力者が AIC システムを使
用することで、さらにその値が低下することが示された。AIC システムは、子どもの関係の取り
方が secure なものであるかどうかについて、これを判別しにくい支援者の能力を高めること、
他方、子どもの苦痛に対する敏感性については、この能力の高い支援者の能力をさらに高め、も
しくはこの能力の低い支援者の能力をさらに低下させることが考えられる。 
 これは、AIC システムを使用した調査協力者のフィードバックとも一致しており、言葉を換え
れば、AIC システムの項目は、知覚し、理解し、応答することという敏感性に関して、専門家の
「目」を代替し、一部において（secure かどうかという点について）「理解」を提示するものの、
苦痛を経験している際のニードの「理解」、およびこれに対する「応答」に関しては、専門家を
代替するものとはなっていないと言える。 
 そのため、仮説の提示に関して、文言をより平易なものとすること、提示された仮説をどのよ
うにまとめるかについての検討を行うこと（将来的には AI の導入も考えられるかもしれない）、
AIC システムの使い方についての講習や研究、あるいは AIC システムを用いた事例検討などを
開催すること、などによって、得られた仮説から支援者なりの子どもへの関わり方に至る道筋を
容易にすることが、今後の検討において必要であると考えられる。 
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